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年度 対象人数（人） 年度 対象人数（人）
2001 43 2011 13
2002 64 2012 21
2003 43 2013 14
2004 38 2014 25
2005 24 2015 15
2006 17 2016 15
2007 14 2017 10
2010 8 2018 17
合計 381
表1　調査対象者の人数
図1　きょうだい数
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③兄弟の有無
　「男がイエを継ぐ」という意識が残存して
いる可能性を考え，男のきょうだいがいるか
尋ねたところ，図3の通りであった。2006年
が「いる」割合が29.4％と極端に少ないが，
他の年は「いる」がほぼ5割を越えていた。
全体的に兄か弟がいる学生が半数以上であっ
た。
④祖父母との同居経験
　図4は，祖父母との同居経験である。2001
～2005年は7割近くが同居していたと答えて
いるが，徐々に減少傾向にある。2018年は
最低の29.4 %となっている。2000年代に入っ
てからも三世代同居が多く，全国平均から見
ても非常に高いことがわかった。本学学生は
地方出身者が多いためこのような結果になっ
たと考えられる。
（ 2 ）家族に関する意識
①日本の家族について
　図5は，「日本の家族はうまくいっている」
かについて尋ねた結果である。「あてはまる」
つまり日本全体としてうまくいっていると思
う学生は，ほとんどいなかった。最も多かっ
たのは「あまりあてはまらない」であり，ど
の年も6割前後を示し「あてはまらない」を
含め7割以上がうまくいっていないと答えて
いた。これは年に関わらずほぼ同様の回答で
あった。ただ，2018年は，うまくいってい
ると感じる人とうまくいっていないと感じる
人がほぼ半数であった。日本の家族はあまり
うまくいっているとは思っていないことがわ
かった。
②自分の家族について
図3　兄弟の有無
図4　祖父母との同居の有無
図6　自分の家族はうまくいっている
図5　日本の家族はうまくいっている
図2　出生順位
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　図6は，「自分の家族はうまくいっている」
かについて尋ねた結果である。自分の家族は
うまくいっていると感じている学生が多い。
「あてはまる」「ややあてはまる」と答えた
人は，7割前後存在していた。ただ，2000年
代に比べ2010年から徐々に「あまりあては
まらない」「あてはまらない」割合が増加し
ていた。しかし，2017・2018年はうまくいっ
ていると回答している人が9割に達してい
た。日本の家族はうまくいっていないが，自
分の家族は大丈夫だと思っていることがわ
かった。
③結婚について
　図7は，結婚について尋ねた結果である。
一般的に「特に結婚することはない」につい
て，「あてはまる」と回答した人は2001～
2010年（2007年を除く）で10 %を超えてい
たが，2011年から数％となり減少した。但
し2016年は26.7％と非常に高かった。全体
的にみれば，結婚はすることはないと考える
人と結婚はした方がよいと考える人が約半数
であった。しかし2007年と2017年は，結婚
した方がよいと考える人が9割近く存在し
た。
④自分の結婚について
　図8は，自分の結婚について尋ねた結果で
ある。「自分はいずれ結婚する」について，8
割以上が「あてはまる」「ややあてはまる」
と回答していた。2016年は，自分の結婚に
否定的な人が26.6％おり，一般的にも自分に
とっても結婚に否定的な人がいたと考えられ
る。しかし，一般的に結婚は特にしなくても
よいが，自分は結婚すると思っている人は多
い。
⑤結婚後自分の親との同居
　図9は，「結婚したら自分の親と同居する」
かについて尋ねた結果である。2000年代は
「あてはまる」と答えた人が数％存在してい
たが，2010年代に入るとほぼいなくなり，「あ
てはまらない」と回答する人が増加傾向にあ
る。女性にってサザエさん家族は，理想的と
言われた時もあったが学生は自分の親との同
居を望んではいない。
⑥結婚後夫の親との同居
　図10は，夫の親と同居するかを尋ねた結
果である。「あてはまらない」「あまりあては
まらない」と回答した人は，2000年代は，6
～7割であったが，2010年代になると8～9割
図7　特に結婚することはない
図9　結婚したら自分の親と同居する
図8　自分はいずれ結婚する
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と増加していた。結婚後は，どちらの親とも
同居せず，夫婦で生活したいと考えている学
生の多いことがわかった。
⑦結婚後の親との同居
　図11は，「結婚後親と同居しない」かを尋
ねた結果である。「同居しない」と回答する
人が増加傾向にあるのは⑤⑥と同様の結果で
あるが，⑤⑥に比べ同居を否定している人の
割合はやや低かった。親との同居はしないと
思っているが，親の介護などを考えると将来
的には分からないと感じている学生もいると
考えられる。
⑧結婚後の仕事の継続
　図12は，結婚後の仕事の継続について尋
ねた結果である。「継続したい」と回答した
人は2000年代で6割前後存在していた。就職
できない人が増加しており，就いた仕事は続
けたいと考えていたと推察される。2010年
代になると年度によって3～7割と揺らぎが
大きかった。2000年代当初と比べ経済面に
おいて夫婦共稼ぎをしないと安定した生活が
得られないと思っていると推察される。
⑨出産・育児をしながらの仕事の継続
　図13は，出産・育児をしながらの仕事の
継続について尋ねた結果である。2000年代
は，仕事の継続を望む人が徐々に増加してい
た。しかし2010年代になると減少傾向になっ
た。2018年度は「あてはまる」が82.4％と非
常に高くなっていた。労働力不足や男女共同
参画社会の実現を目指して社会が変化してき
ており，子育て支援も充実しつつあり，女性
も仕事の継続が可能になってきていることは
間違いない。お金のために働かないといけな
いと感じている学生は多い。
⑩男が家事をすること
　図14は，男性の家事について尋ねた結果
である。2001～2003年は「あてはまる」が8
割 を超えていたが，2010年に向けて減少傾
向にあり2011年は61.5％へ減少した。しか
し再び増加し，2018年は82.4％となった。全
体的には賛成と答えた人は9割を超えてい
図11　結婚しても親とは同居しない
図12　仕事は結婚しても継続したい
図13　仕事は出産・育児をしながら継続したい
図10　結婚したら夫の親と同居する
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た。現在，男性の家事参加は，当然のことと
して捉える必要があると考える。
⑪男が子育てをすること
　図15は，男性の子育てについて尋ねた結
果である。「あてはまらない」と回答した人
は一人もおらず，2002年・2006年・2010年
以外は，100％賛成であった。厚生労働省が「育
児をしない男を，父とは呼ばない。」といっ
たのは1999年であった。この年は新エンゼ
ルプランを策定し少子化問題に取組み始めた
ころであった。現在は，イクメンという言葉
も定着し，父親の子育ては当然のこととされ
ている。
⑫離婚について
　図16は，「夫婦関係がうまくいかなければ
離婚したらよい」かを尋ねた結果である。「あ
てはまる」は2006年が29.4％と最も高く，
2016年は20 %であった。2001～2003年は1
割程度あったが，他の年はほとんどなかった。
離婚は，賛成と反対の意見が分かれるところ
である。子どもの立場から考えれば，親の離
婚は避けたいところかもしれない。しかし，
親の離婚を経験している学生もおり，そうで
ない学生と意見が分かれるのかもしれない。
家庭内の雰囲気が悪いまま夫婦関係を継続す
るよりは，解消し新たな人生を歩むことも選
択肢の1つと考える。但し，子どもへの支援
は最重要課題である。
⑬親の世話
　図17は，一般的に「親の世話は子どもが
みる」かを尋ねた結果である。全体的に8割
ほどが親の世話は子どもがみると考えてい
た。しかし，2012～2015年は70～60％代で
あった。
⑭自分の親の世話
　図18は，「自分の親の世話は自分がみる」
かについて尋ねた結果である。2006年・
2013年・2018年は，「あまりあてはまらない」
と回答した人が2割を超えていた。⑬の親の
図15　男が子育てをするのは賛成
図17　親の世話は子どもがみる
図14　男が家事をするのは賛成 図16　夫婦関係がうまくいかなければ
　離婚したらよい
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世話と比較すると，自分でみると考えている
人は多かった。しかし，自分だけでみるのか，
他のきょうだいも加わるのかは分からない。
⑮夫の親の世話
　図19は，「夫の親の世話は自分がみる」か
を尋ねた結果である。夫の親の世話も自分が
みると考えていた人は，2011年まで60％～
90％と高い割合で存在していた。2012年か
ら8割を超えることはなく，2018年は53％で
あった。自分の親に比べ低くなっていた。自
分の親は自分がみるという意識であると考え
る。
⑯自分の家庭・家族に対する満足
　図20は，「自分の家庭・家族には満足して
いる」かを尋ねた結果である。2000年代は，
「あてはまる」と回答した人は比較的高く6
割を超えていた。しかし，2010年になると
37.5％となり2013年まで30～40％代であっ
た。その後6割を超え，2017年は8割であっ
た。全体的に満足度は高いと思われるが，
2006年17.6％，2012年10％が「あてはまら
ない」と回答した。中には家族に不満をもつ
人もいるのである。2010年を除いて全ての
年で，あまり満足していないと回答した人が
存在していた。その人たちが，何に不満を持っ
ているのかわからないが，学生の話から「家
族がうるさい」など家族の煩わしさや親子関
係の複雑さ（ステップファミリー），DV・虐
待などの状況が垣間見える。
5 ．結　　論
　学生の家族や自分の結婚等に関する調査結
果から，次のような結果をまとめることがで
きる。
・本学の学生はきょうだい数が比較的多く長
女の場合が多い。また，家族形態は三世代
同居をしている割合が高かったが，近年減
少傾向にある。
・家族に関して日本の家族はうまくいってい
ないと感じるが，自分の家族はうまくいっ
ていると思っていることがわかった。
・結婚は，一般的にした方がよい人としなく
てもよいと考える人が半数であったが，8
割以上が自分は結婚すると考えている。
・結婚後の親との同居は，自分の親や夫の親
ともに同居はしないと考えている割合が高
く年次とともに上昇している。
・結婚後の仕事・子育ては，結婚しても子育
て期も仕事は継続したいと考えている。就
図19　夫の親の世話は自分がみる
図20　自分の家族・家庭には満足している
図18　自分の親の世話は自分がみる
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業について社会状況とも連動しており，経
済的問題が影響している。
・離婚については，賛成・反対の意見が分か
れている。
・親の世話は，自分がすると考えている学生
は多い。夫の親は，自分の親に比べ低い。
・自分の家庭や家族に満足している学生は高
い。しかし，家族に問題を抱えている学生
も1～2割存在している。
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